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◇◆先日、「ハッピバースデーツーユー♪ ハッピバースデーめんツユー♩ ◯◯◯のめんつゆ～」っていう

ＣＭを久しぶりに観た(私が小さい頃からやってるが、このＣＭはたぶん鹿児島ローカルだろう･･･)。「まだ

やってたんだ･･･」何だか懐かしい思いだった。聡明な諸君なら、もう推察できるであろう。そう、梅雨の

話である。これから 1ヶ月あまりは太陽が恋しくなる日が続く。ただ、農作物にとっては恵みの雨であろう

し、後に続く日照りの時期を考えれば、まとまった雨が降っておい

てくれないと水不足に陥ってしまうので、雨が降るのは仕方がない。

かと言って「極端な豪雨は勘弁して欲しい」と人間は自分に都合の

良い勝手なことばかり考える。ま、いずれにせよ、暫く続く雨の季

節を楽しく過ごすことを考えた方が良さそうである。 ◆この時期

の天気予報ではよく「梅雨前線の停滞」などという言葉を聞く。辞

書によれば、梅雨前線とは「梅雨期に、オホーツク海高気圧および

大陸高気圧と小笠原高気圧との間の気圧の谷に沿って生ずる不連続

線」とある。ずいぶん小難しく表現されているが、南からの温かく湿った空気が北からの冷たい空気にぶつ

かって雨を降らせるものであり、その２つの高気圧の勢力が同等ゆえ当分の間は降雨エリアが動かないとい

うことのようだ。小笠原高気圧の勢力が増し、梅雨前線を押し上げると夏の到来である。 ◆時に何故「梅

雨」というのか調べてみた。この時期は物にカビが生じやすい時期であることから「黴雨」と言っていた。

「黴(カビ)の雨」とは何となくイメージが悪いので、梅の実が熟する時期であることから「梅雨」が使われ

ることが多くなったようである。ここでもう一つの疑問。何故「梅雨」と書いて「つゆ」と読むのか？ そ

れはこの時期は長雨によって食べ物が傷んだり腐ったりして潰(つい)えてしまうことが多いので、「ついえ

る→ついゆ→つゆ」となったらしい。しかし、これも「熟した梅の実に露がいっぱいついているから」と考

えた方が風情があっていいと思うが、どうであろうか。 ◆先日小腹が空いた時のこと。「数日前にいただ

いた◯山観光ホテルのフラワーパンがあったな～」と思い出し、袋から取り出してパクッと咥えた時、青カ

ビくんに気が付いて慌てて吐き出した。早く食べておけば良かった、もったいない･･･。でも、飲み込む前

に気付いて良かった。この時期はホントに食べ物が傷みやすいので、食べ残しの保管には十分気をつけよう。

加えて、感染症の蔓延も心配なところである。くれぐれもペットボトル飲料の廻し飲みなどをしないこと。

その上で、手洗い・うがい等の基本的な衛生面の管理を怠らないように。「自分は大丈夫」とは言えないよ！ 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

◇◆「みんな、逃げろ～！」、「何だ、なんだ！」、「この巨神兵たちは何をしてるんだ！」、

「おい、そっちは危ないから、俺についてこい！」･･･7日(日)朝、万の瀬川土手の草

刈り作業が行われ、私も参加した。草刈り機で刈られた草を集めて斜面下に落とす作

業を手伝っていたのだが、足下をすばしっこく逃げ回るたくさんの赤い影。サワガニ

くんたちである。これまで土手に生えた草の下で平穏無事に暮らしていたというのに、人間が草刈りなんぞ

をするから逃げ惑うことになってしまった。空中には草陰で休んでいたと思われる赤トンボが群れている。

そんな様子を見ながら作業していたら何だか申し訳ない思いがしてきた。今頃は土手下の草陰に引っ越して

くれていることであろう。 ◆当の人間さんのその後であるが、土手の斜面に足を踏ん張っての作業はなか

なかキツいものがあった。「後に響かなければいいが･･･」との予想的中！ 今日は身体のアチコチが痛い。 

～今日のことば～ 

 「これであきらめるなら、お前の思いはその程度

なんだよ」と神様に試されているような気がする。 

（桑田真澄） 
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